
0

52 dotNET Magazine 2004 May

「.NET Frameworkってなんだろ

う？」。

そんなこと気にしなくてもVS.NET

でプログラムは作れるから、会社に入

ってすぐにプロジェクトに配属されて

も何も困らない。けれども、もし「でき

る新人」を目指しているのなら、.NET 

Frameworkが何なのか、どんな役割を

担っているかを知っておくほうが、断

然良い。

一方、新入社員ではないけれどVS.

NETの世界に来て間もない新人さんは、

新入社員とは比べ物にならないくらい

重要な役割を担うことになる。.NET 

Frameworkを知らずにVS.NETで開発

を始めるとハマリ道を邁進する危険性

があるので、これから説明することを

しっかり頭に叩き込んで「できる先輩」

「できる上司」となり、給湯室で新入社

員に「あの人はさぁ……」と言われな

いように心がけよう。

と言っても、身構えることなどなに

もない。これから説明することは、

.NET Frameworkの技術的な詳細でも、

オブジェクト指向でも、クラスライブ

ラリの使い方でもなく、「.NET Frame

workってなんだろう？」という根本的

な説明だから。

目指せ“誰にでもわかる.NET Frame

work”なのだ。

もっとも、知識量も理解の仕方も人

それぞれ。そのうえ.NET Framework

の世界は広大だ。詳細に説明していて

は本誌を全部使ったところで1年経っ

ても終わらない。そこで、これまでの

システム開発の歴史を振り返りつつ、

それとどう違うのかを「誰にでもわか

る」ように、ごく身近な例をあげて解

説してゆこう［注1］。

VBが登場する前のシステム開発の状

況はどのようなものだっただろう。

システム開発が料理なら、ひと昔前
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注1）たとえ話には、たとえ話自体に注目がいって
本質を見失うという危険性が付きまとうが、そこ
は十分注意するつもりだ。
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は食材の調達に現地へ赴くところから

始まっていた（図1）。

Windows前の汎用機時代は、食材の

調達範囲は地元だった。そのため、同

じような料理でも、その土地土地によ

って異なる食材が使われていたし、調

理法も違っていた。“お雑煮”を思い出

してほしいのだが、ミソ味にするかシ

ョウユ味にするか、ダシはトリかコン

ブか、みたいなものだ。この状況は家

庭料理［注2］でも地元のレストラン［注3］で

も同じだった。

でも、違う土地の料理を食べたこと

がなかったので、別段気にも止めてい

なかったし、これはこれで、同じ地元

の人間にとっては食材はもちろん誰が

作ったのかもハッキリわかる、慣れ親

しんだ味だったので、幸せな食生活を

営むことができたわけだ。

そんな穏やかな暮らしも、ある日を

境に激変する。知り合った隣町の彼女

（あるいは彼）から手料理をご馳走にな

ったり、彼女（あるいは彼）の地元の

レストランでデートをするようになっ

たためだ。そこで供された料理は、同

じ料理であるにもかかわらず食材が異

なっていたり、食材は同じなのに自分

が慣れ親しんだ味とは違う美味だった

のだ。

こうなるとなんとかして新しい食材

を手に入れたいし、新しい調理法やレ

シピだって試してみたい。でも、自分

の地元では、食材は手に入らないし調

理方法もわからない。レストランのシ

ェフを呼んで調理してもらうなどとい

う贅沢は論外。手っ取り早く、引っ越

してしまえば［注4］問題は解決するが、

そう簡単に引っ越しもできないし、引

っ越してみたら、やはり地元のほうが

よかったなんてこともあるだろう。

そんなときに登場したのが“Win

dows”というフランチャイズのスーパ

ーマーケットだ。他にもUNIXやMacin

toshといったチェーンストアもできて、

地元にいてもいろいろな食材が入手で

きるし、店に行けば「今夜のオススメ

一品」などというレシピまで用意され

ている。

こうなれば、引っ越しをしなくても、

他の地方のさまざまな食材も買えるし、

自分の知らなかった調理方法もわかる

という寸法だ。地元のレストランのメ

ニューも格段に品揃えが良くなったハ

ズだ。

ところで。

食材も手に入りレシピもわかった。

調理器具もあるという状態で「さぁ、

料理を作ってください」と言われたと

しよう。調理人は、

・普段、その料理を作ったことのある

シェフ

・その料理を食べたことのあるシェフ

・似たような料理を作ったことのある

シェフ

・普段料理をしているシェフ

・まったく料理をしないシェフ（それ

は“シェフ”なのか？）

の4人。この中のどのシェフの作った料

理を食べたいだろう。

私だったら、その食材でその料理を

作ったことのある経験豊かな料理人が

作ったものを食べたいと思う。みなさ

んはどうだろうか。

要は、食材もレシピも調理器具も手

元にあるという状態でも、作り手の技

量によって、出来上がってくる料理の

質は違うということだ。

美味しい料理を作るには、

・食材に対する深い理解

・レシピ内容を正しく理解する力

・調理器具に対する理解

さらに、もてなしたい人が望んでいる

料理を推察する力など、さまざまな技

量が求められるわけで、真心だけでど

うにかなる問題ではないことは、おそ

らく誰もがわかるだろう。

さて、現実の世界に戻ってみよう。

VBが登場する前のWindowsシステ

ム開発では、Windows API（＝食材）

に対して、Windows SDKなどのマニュ

アル（＝レシピ）を元に、C言語（＝調

理器具）でシステム開発（＝調理）を

行ない、システム（＝料理）を完成さ

せていた。当然、Windows APIに対す

る深い知識、SDKなどのマニュアルに

書かれている内容を正しく理解する力、

C言語に対する理解、お客様が求めて
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図1：DOS/汎用機時代の調理




